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ＡＳＩＡ

中国のメーカーが、工作機械とロボットを組み合わせて加工
実演－人件費が高騰、自動化のニーズが高まる

（上海国際工作機械見本市 ６月 日付）ＣＨＩＮＡ 　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　大田区の中小でも生き残れない
　南武が中国生産拠点「南武油缸（常

州）」を本格稼働。「中
子抜き油圧シリンダーの
売れ行きは自動車市場の
動向に直接左右される。
国内の売上高はリーマン

・ショック前の８割の水準のまま。外需
を取り込まない限り、大田区の中小企業
といえども生きていけない時代になっ
た」。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　生産が追いつかない
　上海国際工作機械見本市に出展中の大

連機床集団総経理の高偉
さんは「出展した全製品
が成約した。閉幕後に急
いで出荷しないといけな
い。 年に生産能力を

年 万台に増強し、需要に対応する」と
鼻息が荒い。自動車のエンジン加工や鉄
鋼関係、電機関係などの需要に「生産が
追いつかない状態」だ。（ 日 ６面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　安定した成長と幸せな社会
　中国共産党が１日、創設 周年を迎え

た。中国問題の専門家・
富士通総研経済研究所主
席研究員の柯隆さんは
「新体制のテーマは安定
した成長、幸せな社会の

実現だろう。物質的な豊かさが必ずしも
幸せで安定した社会をもたらすとは限ら
ない。文化や歴史などソフト面の豊かさ
を充実」を目指すべき。（１日 ２面）

□６月 日（月）　□
　

■車部品向け専用機・治具工場
三技／日系部品から受注狙う

　

　三技は、年末をめどに蘇州市に自動車
部品生産向け専用機と治具の生産で進出
する。日本が縮小傾向の中、中国で事業
を拡大する日系自動車部品メーカーなど
から受注を狙う。 （７面）
　

■中国首位、日本は２位
アジアで最も重要なパートナー

　

　アジアで最も重要なパートナーは中国
で、日本は２番手とみなされていること
が、外務省の対日世論調査で分かった。
米国とメキシコ、オーストリア、南アフ
リカの４カ国に実施。 （ 面）
　

■４万社が赤字
中国の組み立て型企業が苦戦

　

　中国の組み立て型企業が赤字に苦しん
でいる。中国国家統計局などによると、

年１―２月期の赤字企業は前年同期
比 ％増の４万 社となり、１年３
カ月ぶりに増加に転じた。 （ 面）
　

□６月 日（火）　□
　

■村田製作所、重慶に事務所
メーカー・ＥＭＳ、内陸部移動に対応

　

　村田製作所は、重慶市に駐在員事務所
を開設した。セットメーカーやＥＭＳの
工場が沿岸部から内陸部に移っているこ
とに伴い、販売・サービス体制を強化す
る。夏には西安市にも。 （３面）
　

■工作機械－中・高級機を提案
上海工作機械見本市

　

　日本の工作機械・工具メーカーが、上
海工作機械見本市（ 日開幕）で自動車
など地場製造業向けに低価格機・普及機
などを出展する。中国企業は中・高級機
を提案する動き。 （６面）
　

■イヅミ工業、中国に照準
摩擦圧接機・ブローチ盤３機種

　

　イヅミ工業は、 年春までに摩擦圧
接機とブローチ盤で、中国市場に照準を
合わせた新製品３機種を投入する。年末
までに現地拠点も設立し、販売・サービ
ス体制を強化する。 （６面）
　

■中国の溶接機工場 倍
パナソニック溶接システム／年 万台

　

　パナソニック溶接システムは、中国の
溶接機工場で、 年までに生産能力を
現在の 倍の年産 万台体制を整え

る。国内の本社工場では溶接ロボットの
生産を拡大する。 （６面）
　

■ＮＥＣ、中国合弁が本稼働
クラウド／日・中・英語でサポート

　

　ＮＥＣは、ＮＥＣ中国と中国・東軟集
団グループの瀋陽東軟信息技術が設立し
た大連の合弁会社が本稼働に入った。総
合的なクラウドサービスを提供。日・中
・英語でサポート。 （９面）
　

■天津にファンド管理会社
日本アジア投資／中国政府系と設立

　

　日本アジア投資（ＪＡＩＣ）は、中国
の政府系投資ファンドと共同で、天津濱
海新区にある天津エコシティ内に、環境
関連企業などに投資する人民元建てファ
ンドの管理会社を設立した。 （ 面）
　

■上海に現法、年内設置
芙蓉総合リース

　

　芙蓉総合リースは、中国現地法人「芙

蓉綜合融資租賃」を年内に設立する。日
系企業の進出が相次ぎ、営業体制を整え
る。旺盛な海外需要を取り込むことで経
営基盤強化につなげる。 （ 面）
　

□６月 日（水）　□
　

■アルミホイール生産能力を倍増
旭テック／年 万本

　

　旭テックは、中国でアルミホイールの
生産能力を 年に２倍の年 万本に
引き上げる。広州市に新工場を建設。現
地製造のコスト競争力で、日系の国内・
中国工場での採用拡大。 （５面）
　

■計測機器、中国語で表示
コニカミノルタセンシング

　

　コニカミノルタセンシングは、中国に
おける計測機器事業を拡充する。中国向
けに表示を中国語にした分光測色計を８
月中に投入。また、上海、北京、青島な
ど中国拠点で販売体制を強化。（９面）
　

■ＬＥＤ関連、アジア・北米強化
ゴム製キャップ／上海を格上げ

　

　朝日ラバーは、ＬＥＤ用のシリコーン
ゴム製カバーキャップなど照明関連事業
でアジア・北米の営業体制を強化する。
年内にも上海駐在事務所を営業所に格上
げ。北米販売子会社を増員。 （ 面）
　

□６月 日（木）　□
　

■工作機械をシステム提案
上海工作機械見本市

　

　上海国際工作機械見本市で、中国の工
作機械メーカーが工作機械とロボットを
組み合わて加工を実演。人件費が高騰、
自動化ニーズが高まる。製品単体ではな
くシステム提案が広がる。 （６面）
　

■ 億人を電子化
国勢調査に読み取り機／富士通

　

　 億人を電子化―。富士通は、中国国

家統計局が実施した第６次国勢調査で、
富士通グループの業務用スキャナー
台と、光学式文字読み取り装置（ＯＣ
Ｒ）ソフトが採用された。 （９面）
　

■シェールガス、４鉱区を調査
中国国土資源省

　

　中国国土資源省は、複数の同国エネル
ギー企業が参加する同国初となるシェー
ルガス探鉱入札を開始した。対象は４鉱
区。膨大なシェールガス埋蔵の可能性に
ついて調査する。 （時事 面）
　

■人民元の取引開始
千葉銀行／香港支店

　

　千葉銀行は、香港支店で日系企業の現
地法人などに向けた、中国人民元による
預金、送金、両替などの取引業務を開始
した。現地の金融当局から認定を受け
た。 （ 面）
　

□７月１日（金）　□
　

■中国版新幹線など開業
中国共産党 周年に合わせ

　

　７月１日に中国共産党創立 周年を迎
えるのに合わせ、中国各地で 日、高速
鉄道（中国版新幹線 北京―上海）やパ
イプライン、海上橋など巨大プロジェク
トが相次いで完成した。（時事 ２面）
　

■高付加価値機種で存在感
上海工作機械見本市／現地企業

　

　上海国際工作機械見本市で存在感を発
揮しているのは、中国の工作機械メーカ
ー。ＮＣなどを搭載した高付加価値機種
を披露、増産体制も急ピッチ。質と量の
両面で提案力を強めている。 （６面）
　

■華東理工大学と共同学位
大阪府立大／学士課程の卒業資格

　

　大阪府立大学と中国の華東理工大学が
共同学位の協定。華東理工大で２年６カ

月間、さらに大阪府立大で２年間の履修
後、それぞれの卒業要件を満たせば、両
大学の学士課程の卒業資格。 （ 面）
　

　次回は－
　 日 月 は新聞休刊日ですので、
中国・アジア　ダイジェスト」面の
次回は 日（月）に掲載します。

起工式に臨む藤原健嗣旭化成
社長 、シンガポール経済開
発庁長官のレオ・イップ氏

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　インドにいるように
　スリランカ投資庁のシワーン・デ・シ

ルバさんは「インドとパ
キスタンと自由貿易協定
（ＦＴＡ）を締結してい
るのはスリランカだけ
だ。日本からインドに輸

出する際、自動車部品、薬品には ％の
関税。スリランカからは無税。インドに
いるように、スリランカで生産し、イン
ドに輸出できる」。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　タイでも少子化
　「タイでは、労働者不足で労働力の確

保が大変」と頭を悩ませ
るのは、自動車向け樹脂
部品を製造する大和ケミ
カル社長の中村幹夫さ
ん。「少子化に加えて日

系企業が進出しすぎた」と人手不足を分
析。海外進出の相談を受けることも少な
くない。「私に聞くよりまず現地に行っ
てきて」とアドバイス。（ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　インドは　５年前の日本
　「インドも少しずつ通信環境が変化し

ている」と語るのはＮＴ
Ｔドコモ副社長の鈴木正
俊さん。 年にインド
のタタ・グループの通信
会社に出資した。「半年

前にようやく３Ｇ方式が登場。これから
メールが広がる」ところ。「日本の５―
６年前の状況に近い」。高い成長性に期
待し、飛躍を誓う。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　日本人の採用やめた
　「採用で日本人をとるのをやめた」と

話すのはアビタス社長の
三輪豊明さん。米国公認
会計士など、国際資格の
専門校を運営。上海に学
校を開設するなど、海外

進出を加速。中国語、英語の教材開発も
進め、インドへ進出も計画。「受講生の
質問も日本語に加え、英語や中国語も対
応しなければ」。 （ 日 面）

□６月 日（月）　□
　

■特殊環境用軸受で攻勢
日本精工／アジア市場開拓

　

　日本精工は、真空状態や ℃以上の
高温に適合した特殊環境向け軸受で、ア
ジアに攻勢をかける。 年までに順
次、韓国、台湾、中国に技術要員を常駐
させてサポート体制を整える。（８面）
　

■陶器瓦、アジア開拓
マルスギ／富裕層に狙い

　

　マルスギは、 年３月期に陶器瓦の
海外販売を３倍の 万枚に引き上げ
る。これまで台湾向けが大半だったが、
富裕層が増加する中国市場を開拓。ＡＳ
ＥＡＮでも販売を始める。 （ 面）
　

■日本の「部品素材」を誘致
韓国・浦項市／専門チーム新設

　

　韓国・浦項市は「日本企業誘致チー
ム」を今月新設し、部品素材関連企業な
どの誘致活動の強化に乗り出した。日本
では９月から 月にかけて、浦項市では
８月末に説明会を開く。 （ 面）
　

□６月 日（火）　□
　

■印で「エティオスリーバ」発売
トヨタ／売れ筋価格帯

　

　トヨタ自動車は、インドでハッチバッ
クタイプの低価格小型車「エティオスリ
ーバ」を発売した。 万 （約 万

円）から。インドで売れ筋の 万―
万 の価格帯に設定。 （５面）

　

■川重、ガスタービン発電納入
シンガポール社向け

　

　川崎重工業は、シンガポールのユーロ
アジアティック・マシナリー向けに出力

のガスタービン発電設備を納入
した。不二製油系の工場にコジェネ用と
して設置される。 （６面）
　

■ラオス現法の生薬栽培が認定
ツムラ／官民パートナーシップ

　

　ツムラは、ラオス現地法人が手がける
生薬栽培事業が日本政府が促進する「成
長加速化のための官民パートナーシッ
プ」の官民連携案件として制度開始以
来、初めて認められた。 （ 面）
　

■アジア産の豆ブレンド
ＪＴ／缶コーヒー「ルーツ」

　

　ＪＴは、缶コーヒー「ルーツ　エクス
プローラーアロマオブエイジア」を７月
４日に発売。アジア産のコーヒー豆をブ
レンドした微糖ミルクタイプで芳醇な香
りとキレのある後味が特徴。 （ 面）
　

■タイの銀行と業務提携
常陽銀行／進出を後押し

　

　常陽銀行は、タイのカシコン銀行と海
外進出支援で業務提携した。現地情報や
各種金融サービスの提供を通じて、取引
先企業のタイへの進出を後押し。茨城で
のセミナーや商談会の開催も。（ 面）
　

■広島県、アジア人材を受け入れ
理工系留学生／県内企業への就職促進

　

　広島県は、県内企業のグローバル展開
を支援。大学や企業との連携組織を設
置。アジアから優秀な理工系留学生を受
け入れる。奨学金支給などで留学生の県
内企業への就職に結びつける。（ 面）
　

□６月 日（水）　□
　

■大川精螺工業、タイ第２工場
ブレーキホース金具など倍増

　

　大川精螺工業は、タイのラヨーン県に
自動車部品の第２工場を建設する。ブレ
ーキホース継手金具やスタッドボルトな
どの生産能力を 年３月までに２倍の
年 万個体制。 （５面）
　

■山本水圧工業所が海外拠点
中国・ベトナム・タイが有力候補

　

　山本水圧工業所は、 年にも海外拠
点を設立する。中国、ベトナム、タイが
有力候補。現地は自動車、鉄鋼、造船の
生産が拡大、主力のハイドロフォーミン
グマシンなどの需要を開拓。 （７面）
　

■国際協力銀、天然ガスで協力
インドネシアと／供給量拡大

　

　国際協力銀行は、インドネシアの石油

・天然ガス監督当局のＢＰミガスと天然
ガス事業に関する覚書に調印した。日本
に対する天然ガス総供給量の拡大に向
け、ビジネスモデルを構築。 （ 面）
　

■韓国のファンド運用受託
ＳＢＩ／約 億円

　

　ＳＢＩホールディングスは、韓国国民
年金より「汎アジアファンド」の委託運
用会社に３社共同で選定された。約
億円を受託。韓国企業のアジア進出支援
や年金運用のために組成。 （ 面）
　

□６月 日（木）　□
　

■インドでライセンス供与
東洋エンジ／尿素合成技術

　

　東洋エンジニアリングは、インドのイ
ンフラ系財閥のジャイプラカシュアソシ
エイツリミテッドと肥料工場の尿素合成
技術のライセンス供与と基本設計図書の
作成に関する契約を結んだ。 （７面）
　

■ジャカルタに駐在員事務所
イシダ／食品向け計量器

　

　イシダは、インドネシア・ジャカルタ
市に駐在員事務所を開設した。食品分野
向け計量器や包装機、検査機器の販売を
担当する。きめ細かいサービスができる
ように代理店を支援する。 （７面）
　

■カプロラクタム、
宇部興産／７月のアジア向け交渉

　

　宇部興産は、ナイロン樹脂などの原料
となるカプロラクタム ＣＰＬ の７月の
アジア向け契約価格を１ 当たり
で打ち出し、顧客との交渉に入った。３
カ月ぶりに前月比プラスに。 （ 面）

　

■セラ製水処理膜、アジアに移管
明電舎／需要地２拠点に設備

　

　明電舎は、 年に開発したセラミッ
クス製水処理膜を、 年度にアジア生産
を柱にした事業計画を固めた。国内に生
産設備を導入して量産、 年度に需要地
のアジア２拠点に移管する。 （ 面）
　

□７月１日（金）　□
　

■インドで現地の幹部研修
パナソニック電工／タイなどにも

　

　パナソニック電工はインド子会社であ
るアンカー・エレクトリカルズで幹部社
員を対象にした人材育成を本格化する。
タイやインドネシアの子会社にも同様の
研修制度を導入する。 （４面）
　

■タイにＣＶＴ新工場　
ジヤトコ／年 万台

　

　ジヤトコは、タイで 年秋をめどに
無段変速機 ＣＶＴ の生産を始める。生
産能力は年間約 万台、投資額は約
億円。海外生産拠点としてはメキシコ、
中国に次いで３カ所目。 （面）
　

■廃棄物発電を事業化調査
日立造船・大阪市／インドネシア

　

　日立造船などは、７月から大阪市環境
局と協力し、インドネシアの東ジャワ州
マラン市とその周辺地域で、統合型廃棄
物発電システムの事業化調査に乗り出
す。導入や運用コストを評価。（７面）
　

■メタルワン、ベトナムに販社
ホーチミン・ハノイ・ブンタオ

　

　メタルワンは、ベトナムに販売子会社
を設立した。本社はホーチミン。ハノイ
に支社、日系鉄鋼メーカーの生産子会社
が多いブンタオに事務所を置く。法人格
で営業活動が可能に。 （ 面）
　

■昼休み撤廃
シンガポール取引所／９時－ 時

　

　シンガポール取引所は、株式市場の昼
休み取引休止を撤廃し、９時から 時ま
で休みなしで取引を続ける「終日連続取
引」に８月１日から移行する。当初計画
より５カ月遅れての実施。 （ 面）
　

■低燃費タイヤ原料の設備新設
シンガポール／日本の石化

　

　日本の石油化学メーカーが、シンガポ
ールで自動車用低燃費タイヤの原料とな
るスチレンブタジエンゴムの製造設備建
設に動きだした。旭化成ケミカルズはシ
ンガポールで製造設備を起工。（ 面）

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月４日 月曜日 　　 （ ）


